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  はじめに


  「競馬新聞に、スマートフォンをプラスすると予想が便利になる、そして競馬が楽しくなる!」


  2010年秋以降、国内主要キャリアであるドコモ、ａｕがスマートフォン市場に本格参戦し、スマートフォンの普及率も一気に高まりました。同時にスマートフォンのメリットを活かせる「電子書籍」市場も大手出版社等を中心にプラットフォームの整備が進行しています。これによりエンターテインメントの様々な分野でスマートフォンを活用したコンテンツが誕生してきています。


  もちろん私たち「競馬」の分野でも、便利なこの最新機器・ツールを利用しない手はないでしょう。パソコン・インターネットの普及においてもそうだったように、競馬とＩＴの親和性は極めて高く、スマートフォンも同様に、競馬をもっと楽しむ、そして馬券を的中させる、その手段となることは間違いありません。


  パソコン・インターネットと競馬との親和性を早くから察知し、インターネットを通じて競馬新聞や競馬データを提供してきたジェイ・アール・デー・ビー（ＪＲＤＢ）では、このたび、競馬ファンが競馬を楽しみ、馬券を的中させることを目的としたスマートフォンコンテンツをご提供できる運びとなりました。それがこの「ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ」シリーズになります。


  この「ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ」シリーズは、単なる予想方法・攻略法を電子化したものではありません。競馬場で、または自宅や外出先でのインターネット投票で競馬を楽しんでいる時にご利用できるコンテンツです。「ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ」は、スマートフォンの「マルチメディア対応」と「持ち運べる」という利便性を最大に活かし、かつ希少価値の高いＪＲＤＢデータを活用することで、スポーツ新聞や競馬新聞に不足している、競馬ファンの「これが知りたい」という情報を提供することを目的として制作しました。


  右手の競馬新聞で予想をする、左手のスマートフォンで、予想の途中でちょっと疑問に思ったことを「ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ」で調べる・確認する、そういった活用ができるツールとしてご利用いただければ幸いです。


  2011年7月


  株式会社ジェイ・アール・デー・ビー

  電子書籍開発チーム


  この本について


  競馬ファンにとって「パドック」は重要な予想ファクターの一つと認識されていることは間違いないでしょう。先日競馬ファンに対してネット上での公開アンケートを実施した際に、今後取り入れたい予想ファクターの中でも断トツの1位でした。


  一方で「どう見たら良いのか分からない」「テレビ解説者の言っていることが正しいのかどうか疑問」「変わった装備をしているけど、これってレースに影響あるの？」といった声が多く聞かれます。


  この本、ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ　Ｖｏｌ．１「楽しくなるパドック」では、パドックで明らかになる、主な馬の変化を紹介し、その変化がレースでどういう結果をもたらすのかを解説します。


  「楽しくなるパドック」が従来のパドック本と大きく違う点は次の通りです。


  
    	難しい用語はできるだけ使わない、仮に間違った用語の使い方でも競馬ファンが分かり易い言葉を選択したこと（例「管骨部分」→「膝下部分」）


    	パドックでの見方を紹介したこと。特にテレビ観戦の場合でも可能となる見方を記載したこと　　


    	競馬ファン自身がパドックを見る力を養うために、可能な限り映像でも紹介していること


    	実際に惨敗したレース、好走したレースを具体的に紹介していること

  


  これらの点に加えて、「スマートフォンなので持ち運びが可能、だから競馬場でもＷＩＮＳでも使えること」、これが最大のセールスポイントとなります。競馬を楽しむ、馬券を的中させる、そのために是非ご活用いただければ幸いです。


  ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ　Ｖｏｌ．１

  　「楽しくなるパドック」


  ［企画］

  奥野　憲一


  ［監修］

  橋浜　保子


  ［写真撮影］

  榎田　ルミ



  ［素材・データ作成］

  安井　涼太



  ［著者・プロデューサー］

  赤荻　均



  ［制作］

  株式会社ＪＲＤＢ電子書籍開発チーム


  ［発行者］

  株式会社ＪＲＤＢ


  本書は著作権法上の保護を受けています。株式会社ＪＲＤＢとの書面による同意なしに、本書の一部或いは全部を無断で複写・複製、転記・転載することは禁止されています。


  各項目について


  事象名


  パドックで発見できる競走馬の主要な変化を取り上げています。事象そのものを分かり易くするために、すべての事象に写真を付けています。一部事象は動いていないと分かり難いものがありますが、そのような事象にはなるべく映像で確認できるようにしてあります。


  解説


  パドックで判断できる様子については、誤った用語の使い方だとしても、競馬ファンに分かり易い、一般用語に近い表現で紹介し、その事象の理由・目的を掲載しています。


  ポイント


  発見できた事象が、具体的にレースでどのように影響するのか、予想をする際に注意すべきポイントを紹介しています。


  見方


  競馬場・ＷＩＮＳのモニターや中継テレビでパドックを見る競馬ファンにも考慮して、各事象の見方を解説しています。モニターやテレビでは判断がつかない事象はその理由を記載しています。


  代表的な事例や特徴的な事例についてはできる限り映像を掲載しています。知識として習得したとしても、実際にパドックで見分けることができなければ、意味がありません。そこで映像データを提供させていただくことで、日頃から各々の事象に映像で見慣れていただき、パドックで馬を見る力をつけていただくことが可能です。


  映像は外部リンクでご覧いただくことになります。（フルパッケージ版はファイル内に格納済）


  事例


  該当する事象によってレースで影響があった事例を、Ｇ１レースやＧ１馬を中心に紹介しています。特にＧ１を勝つ馬や人気になる馬でも発覚するような事象を中心に紹介していますので、条件戦等で頻繁に多発している事象は割愛させていただきました。馬名をクリックすると取り上げたレースの成績表を見ることが可能です（アンドロイド端末専用版、サンプル版を除く）。


  関連項目


  該当する事象と関連した事象や、ページ内で引用した事象を中心に紹介しており、直接その事象のページへ遷移するようにしてあります（アンドロイド端末専用版、サンプル版を除く）。


  使い方について


  基本的な使い方


  ＳＭＡＲＴ　ＫＥＩＢＡ　Ｖｏｌ．１「楽しくなるパドック」は、競馬場はもちろん、ご自宅のテレビやワンセグテレビでパドックをご覧いただく際にもご利用可能な予想ツールとして制作しました。スマートフォンでご覧いただける携行ツールとしての利便性を活かし、競馬新聞やスポーツ新聞と併せてご利用いただければ幸いです。


  具体的にはパドックをご覧になっていて「馬の様子が何かおかしいなぁ？」とお感じになられたときに調べていただく「事典」としてご利用いただくことを目的としています。「おかしいなぁ？」という違和感を感じられた事象がレースでどういう影響を及ぼすのかを解説していますので、最終的な馬券選択等でも大きなヒントになることは間違いありません。


  特にテレビ中継のパドック解説では中々触れられない事象にもできるだけ踏み込んでこの本では紹介しています。競馬によくある不可解な好走や凡走、それらの多くは馬の変化に起因しているといっても過言ではありません。具体的にはブリンカー以外の公開されていない「馬具」の装着や、ソエや裂蹄のような頻繁に発生する疾病がそれらの理由の多くです。馬具や疾病についてもこの本を読んでいただき、理解を深めていただければ幸いです。


  パドックを楽しむためのＳＴＥＰ


  「楽しくなるパドック」は、競馬場やテレビ観戦で気になった馬の違和感を調べる目的で制作していますが、同時にパドックでの馬の見方を身に着けていただくためのガイドブックの機能も備えています。


  しかしながら、いきなりすべてを身に着けようといっても困難です。そこで5割以上の馬券がインターネット投票で購入されている実情から、まずはテレビやモニターでのパドックからも判断できる馬の変化（事象）を見極めるところからスタートしてみてはいかがでしょうか？具体的には以下のＳＴＥＰをお薦めします。


  
    	馬の「デキ」を判別



    	馬の「歩様」を判別



    	顔回りの馬具に注目



    	競馬場のパドックへ


  


  例えば馬の「デキ」については、馬体重だけでは「馬の成長」や「筋肉の増減」についての判断が困難です。そこで判断基準として「腹や腰のライン」を見分けることが重要となります。また「イレコミや気合不足」を見分けることで、テレビでは判断し難い疾病や馬具の装着効果も推定することが可能になるのです。


  そして馬のデキを見るのに慣れたら、一番重要な要素である馬の「歩様」を判別するＳＴＥＰに進みましょう。テレビ等では分かり難い脚元の疾病、特殊蹄鉄の装着等が、歩様の違和感を見つけることで「何らかの疾病があるのでは？」と想定することが可能になります。


  馬の「デキ」「歩様」とも、できる限り映像で確認できるようにしているので、お時間があるときにスマートフォンならでは手軽さを活用して、繰り返しご覧いただければ幸いです。


  ある程度馬の「デキ」「歩様」が判別できるようになったら、顔回りの馬具にも注目してみましょう。馬具がレースにおいて良くも悪くも重要な要素になっていることは競馬ファンにあまり知られていません。知っていることでより競馬が楽しく、かつ馬券の勝ち組に近づくことが可能となります。


  テレビでのパドック判別ができるようになったら、是非競馬場にも足を運んでみて下さい。テレビでは見分けることが難しい事象を実際に見ていただくことで、パドックの楽しみがより深まると思います。


  「馬に起こりうる様々な事象をパドックで見ることの重要性は分かった、でも自分には難しい」、そういう方も、もちろんいらっしゃると思います。できる限りそうならないようにこの本を制作しましたが、そういう方のためには、私たちＪＲＤＢの会員サービスをご利用してみてはいかがでしょうか？ＪＲＤＢでは各競馬場にスタッフを配置し、馬の「デキ」から馬具装備や疾病まで、レース前の馬の情報をリアルタイムで提供しています。インターネットを通じた競馬新聞の提供もしているので、興味がある方は是非お問合せ下さい。


  ⇒ＪＲＤＢの詳しい情報は次頁をご覧下さい。


  ＪＲＤＢについて


  ＪＲＤＢは、ネットワーク時代にマッチした競馬データを1998年からどこよりも先に提供してきた、会員型の競馬データサービスを提供する会社です。


  パドックや馬の見方をもっと極めてみよう、という方。パドックや馬を見るのは面倒だから、情報だけ欲しいという方。パドックや馬のデータを蓄積して分析してみたいという方。そういう方にお薦めできる会員サービスを提供しています。


  多種多様の競馬新聞を提供


  一般的な競馬情報はもちろんのこと、ＪＲＤＢ独自のオリジナルデータを掲載した多種多様な新聞をインターネットを通じて提供しています。あなたの予想方法にぴったりの競馬新聞がきっと見つかります。


  パドック・返し馬直前情報


  ＪＲＤＢでは東西主場となる競馬場にスタッフを常駐、全レースのパドック・返し馬情報を提供しています(ローカル開催はパドック情報のみ提供)。馬の状態についての判断はもちろんのこと、馬具の装備や脚元の疾患等についても、現場スタッフによる情報をリアルタイムで提供しています。


  月額わずか1,980円より！


  最大全72レース/週、全17種類の競馬新聞を月額2,000円以下で提供しています。競馬新聞に加えて、パドック・返し馬直前情報を含め様々なデータをパソコン＆携帯電話(スマートフォン含む)から閲覧することが可能です。お支払は便利なクレジットカード決済他、電子マネーちょコム、現金振込に対応しています。


  ⇒お申込みはこちら（外部リンク）


  お問合せはこちら


  メール：support@jrdb.com

  メールのお問い合わせは2日以内に返信いたします。



  電　話：06-6242-2502

  ※受付時間：10:00～19:00(土・日・祝日も受付中)



  ⇒サービスの詳細はこちらをご覧下さい（外部リンク）


  　事象2　腹/余裕残し
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  解説


  腹回りがボテッとしており、太め残りの証拠。狙ったレースではなく調整途上で出走してきた状態。脚元が悪くて調教ができない可能性も有。


  ポイント


  
    	実力を100%発揮できる状態ではない。



    	当該走で好走した場合、次走に反動がくる場合有（二走ボケ）。



    	血統（主に父系）によって「余裕残し」に映る傾向の馬もいるので注意。（代表例：ブライアンズタイム、シンボリクリスエス等のロベルト系、ダート色の強いフジキセキ、サウスヴィグラス、他ミスタープロスペクター系）。


  


  見方


  
    	前肢と後肢をつなぐ腹のラインで見る⇒カーブが大きい、歩くときに肉が動く。



    	腹と後肢の接着部分を「縦」に見る⇒窪みが少ない、不揃いに肉がついて窪みが不格好、窪み外側の肉がぶよぶよと盛り上がっている。


  


  


  ⇒映像はこちら（外部リンク）


  　事象3　腹/細い
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  解説


  腹回りが寂しく、馬の消耗が激しい状態・ぎりぎりの仕上げ。飼い葉食いが悪いことや長距離輸送も原因となる。主に牝馬に多い。


  ポイント


  
    	実力を100%発揮できる状態ではない。



    	当該走で好走した場合、次に反動がくる場合有。



    	牝馬は細い状態の方が走るケースもあるので注意。


  


  見方


  
    	前肢と後肢をつなぐ腹のラインで見る⇒カーブがない。



    	腹と後肢の接着部分の「角度」を見る⇒接着部分付近で急に巻き上がっている（切れ上がっている）。


  


  


  ⇒映像はこちら（外部リンク）


  　事象43　トモが流れる
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  解説


  腰に力が入らないため後肢に重心が残り、後ろに流れるように歩く様子。疾患というよりは能力を伴った馬の特徴、もしくは成長途上のサイン。「踏み込みが甘い」とは異なる。


  ポイント


  
    	腰に力が入らないので、直線に坂があるコースでは最後伸び切れない、という馬もいる。



    	平坦コースなら特に問題ない。



    	重馬場や雨馬場では、走りが安定せずに馬体や血統のポテンシャルを発揮できないことが多い。



    	腰に力が入らないので、出遅れることがあり、短距離の場合は大きく割引。



    	腰に力が入らないので、瞬間的なギアチェンジ（＝瞬発力）を要求されるレースは苦手。


  


  見方


  
    	前肢を踏み込んだ際の後肢を見る⇒後肢の蹄が腰の位置より後ろに残る（流れてしまう）。


  


  


  ⇒映像はこちら（外部リンク）


  事例


  2010年阪神カップ　ゴールスキー（1番人気5着）


  飛節の関係でいつもトモが流れているこの馬は、前走マイルチャンピオンシップ（直線平坦京都）3着の実績を評価されて1番人気でこのレースに臨んだが、坂の影響か直線追込み切れず着外で人気に応えられず。


  　事象60　リングハミ
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  解説


  ハミ（棒）と一緒に輪を口の中に噛ますハミ。制御力を強めることが目的で装着。


  ポイント


  
    	レース中に舌がハミを越してしまう馬に対して、集中力と制御力を高める効果があり、馬体や血統のポテンシャルを十分に引き出す効果がある。Ｄハミと同様の効果が期待できる。



    	頭が高い走法になってしまうケースがあり、短距離戦向き。但しシャドーロールと併用するとそのリスクが解消する。



    	Ｄハミ同様、騎手の技量が問われる。但しＤハミよりは容易で騎手リスクがやや少ない。



    	パドックでイレこむ、首を振る等して気にしている様子がある場合、馬が装着を嫌がっている可能性が高いので、その場合は馬体や血統のポテンシャルを十分に発揮できないことが多い。


  


  見方


  
    	口先を見る⇒口で「輪」を咥えているように見える。


  


  事例


  2009年天皇賞秋　スクリーンヒーロー（7番人気2着）


  前年のジャパンカップ勝ち以降低迷が続いていたが、このレースでリングハミに替えて参戦。積極的なレース運びからゴールまで集中して走り、ウオッカの強襲を凌いで2着、穴馬券を演出した。


  　事象73　エクイロックス
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  解説


  蹄部分に白や黒のパテが塗られている。蹄が欠損した箇所を補強することが目的。蹄と同色だと識別しにくい。


  ポイント


  
    	蹄が欠損した状態であり、痛みを伴うこともあるので、実力を100%発揮できる状態ではない。



    	芝の硬い馬場やスピードを要求される条件では大きく割引。



    	雨で湿った馬場や重馬場、ダート等では着地反発が弱いことから、痛みが和らぎ影響が少ない場合有。


  


  見方


  
    	蹄を見る⇒蹄と異なる色のパテ（塗りモノ）が見える。



    	歩様を見る⇒脚元を気にした歩様等、明らかに違和感がある歩様になる。


  


  ※テレビ判断不可（＝テレビで判別するには小さいパテのため）。


  事例


  2010年スワンＳ　エーシンフォワード（1番人気8着）


  前走の安田記念からの距離短縮が好材料と思われ人気を集めるものの、エクイロックスを塗布していた影響で見せ場なく惨敗した。エクイロックスは安田記念でも塗布していた。ところが次戦のマイルチャンピオンシップでは、エクイロックスを塗布せずに出走し13番人気での勝利で大穴を演出、安田記念の惨敗も距離ではなく、エクイロックスを塗布していた影響による敗戦であったことを証明した。
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